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平成 24年 6月 3日から 7日まで長崎ブリックホールで開催された「The 9th International 












ルの国際会議場の間と決まりました．カール・ツァイス社の 3D 顕微鏡で撮影した 2 つの
HD 映像を，サイド・バイ・サイド方式の映像に変換し，パナソニックシステムネットワー
クス社の HD コム（映像コミュニケーション・テレビ会議システム）で（音声を含めて）
伝送します．伝送された映像を，コンバータで再度 2 つ（左・右）の映像に戻し，2 台のプ
ロジェクタに入力します．プロジェクタにはそれぞれ右旋と左旋の偏光フィルタが取り付
けられており，会議の参加者はそれぞれ偏光めがねを装着し，映像を見るしくみです．
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